
●富士見校舎にホットスポットが!!
法大生のみなさん！ 大変な事実が発覚しました。

10月５日、法大当局は、高濃度の放射能（セシウム137）

が観測されるホットスポットが市ヶ谷キャンパス内で多

数発見されたことをＨＰ上で発表したのです。法大イオ

ンビーム工学研究所の調査によると、富士見校舎中庭の

植え込みではなんと毎時0･65マイクロシーベルト（年換

算で約６㍉シーベルト！）という高線量が観測されたと

のことです。

この値は、千代田区が定める基準値（0.25マイクロシー

ベルト）の実に2.6倍に相当し、即時対策がとられなくて

はならない数値です。法律では、毎時0.6マイクロシーベ

ルト以上の場所は「放射線管理区域」とされ、18歳未満

の子どもは立ち入り禁止、個人線量計の携行が義務づけ

られ、飲食も禁止されています。チェルノブイリ原発事

故の際に「強制移住区域（＝無条件で居住が禁止される

区域）」とされた放射線量（0.57マイクロシーベルト）

をも上回ります。きわめて危険なホットスポットです。

しかも、このホットスポットが発見されたのは８月26

日。事故発生から半年近く経ってこのような高線量が観

測されたということは、前期の間はもっと高い線量がキャ

ンパスに放出されていたということです。学生には何も

知らされず、被曝させられてきたということです！！

●何一つ対策をとらない法大当局
ところが法大当局は、このような明らかな観測結果が

出されても、「日常的な生活では影響のないレベル」

「線量が下がらない場合は対応する」などとして、当面

何一つ対策をとらないというのです。すでに半年も放射

能を放置し、学生を被曝させておいて、何もしないとは

一体どういうことでしょうか！ しかも今回発見された
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ホットスポットの周辺は、毎日多くの学生

が集まる憩いの場であり、学祭の時には出

店が並ぶところでもあります。放射能を浴

びながら学祭をやれとでもいうのでしょう

か！？ だいたい、セシウム137の半減期

は30年であり、放っておいて勝手に線量が

下がるわけがない。当局は今すぐ対策を行

え！

そもそも、「放射線は低線量であれば影

響ない」などと言うのは、原発推進派が宣

伝している「安全神話」にすぎません。実

際には、セシウムなどが大気中に舞い上が

り、呼吸を通じて人体に取り込まれると、

「内部被曝」による深刻な健康被害を生涯

にわたってもたらす可能性があります。内

部被曝の場合、低線量でもガンや白血病を

発症することは医学的にも証明されている

のです。「線量が下がらなければ～」など

と無責任な態度を決め込む法大当局は実に

犯罪的です！

●野田政権打倒の11・６大デモへ！
今、原発推進の野田政権のもとで、法大

だけでなく福島や全国の人々にとてつもな

い被曝が強制されようとしています。政府

の放射線審議会は、６日、住民の年間被曝

線量の上限をこれまでの「１㍉シーベルト」

から「１～20㍉シーベルト」へと緩和する

方針を発表しました。

これは原発再稼働への動きと完全に一体です。

野田は「原発事故は収束に向かっている」などと主張

し、「これからも原発を活用する。輸出もする」と公言

していますが、現実は野田の発言とは裏腹に、収束どこ

ろか恐るべき放射能被害が現在進行形で拡大され続けて

います。しかし、野田はあくまで原発を推進するために、

現実に存在する放射能被害をすべて「問題ない」「影響

が出るレベルではない」と否定し、健康被害が出ても

「放射能とは関係ない」と切り捨てようとしているので

す。福島の命を叫びを無視抹殺し、私たちに放射能まみ

れの社会を押しつけながら、あくまでも原発だけは維持

しようというのです！

ホットスポットを放置し、「影響がない」と言い張る

法大当局の態度は、こうした政府の原発推進政策のお先

棒を担ぐものであり、断じて許すことはできません。

法大当局は事実を隠すな！ 放射能対策を行え！

すべての学生のみなさん！ 今こそ、キャンパスから

反原発・野田政権打倒の声を上げるときです。原発も放

射能も私たちの生きる社会とは相いれません。福島の怒

りと命の叫びに応え、反原発の全世界一斉行動＝11・６

日比谷に集まりましょう！
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